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介護福祉士養成施設の管理者  様 

 

 

新潟県福祉保健部高齢福祉保健課長 

 

 

       吸喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）に係る 

       研修の一部履修免除の取扱方針について 

 

日ごろ本県の福祉保健行政に御協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

標記について、別紙のとおり取り扱うこととしましたのでお知らせします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 
新潟県高齢福祉保健課施設福祉係 大島 
電話：025-280-5193 FAX：025-280-5229 

メール：ngt040230@pref.niigata.lg.jp 
  



（別 紙） 

       喀痰吸引等研修（第一号・第二号研修）に係る 

       研修の一部履修免除の取扱方針について 

 

新潟県福祉保健部高齢福祉保健課 

 

 

１ 研修の一部履修免除の取扱いについて 

 

介護福祉士養成施設等において医療的ケアの科目を履修した者は、「社会福祉士及び

介護福祉士法の一部を改正する法律の施行について」（平成 23年 11 月 11 日付け社援発

1111 第 1号）第５の２(4)に規定する「喀痰吸引等研修以外の喀痰吸引等に関する研修等

の受講履歴その他受講者の有する知識及び経験を勘案した結果、相当の水準に達してい

ると認められる場合」に該当するものとして、喀痰吸引等研修（第一号研修及び第二号

研修）の一部を履修したものとして取り扱うものとする。 

 

 

 

２ 通信課程により医療的ケアの科目を履修した者の取扱いについて 

 

介護福祉士養成施設等において医療的ケアの科目を履修した者のうち、「社会福祉士

及び介護福祉士法施行規則」（昭和 62年厚生省令第 49号）附則の別表第一及び別表第

二に規定する基本研修の「高齢者及び障害児･者の喀痰吸引実施手順解説」及び「高齢者

及び障害児･者の経管栄養実施手順解説」の２科目（各８時間、計 16時間）を対面の講

義形式以外で履修した者は、登録研修機関が行う研修において当該科目について補講を

受けるものとする。 

  



参考１ 社会福祉士及び介護福祉士法の一部を改正する法律の施行について 

（平成 23年 11 月 11 日付け社援発 1111 第 1 号） 

 

 第５ ２(4)研修の一部履修免除 

省令附則第 13条の喀痰吸引等研修の課程については、当該喀痰吸引等研修以外の喀痰

吸引等に関する研修等の受講履歴その他受講者の有する知識及び経験を勘案した結果、

相当の水準に達していると認められる場合には、当該喀痰吸引等研修の一部を履修した

ものとして取り扱うこととし、以下に定める者の場合には、以下の履修の範囲とするこ

と。 

○ 第 1号研修及び第 2号研修 

・ 法第 40 条第 2項第 1号から第 3号まで若しくは第 5号の規定に基づく養成施設若し

くは学校又は同項第 4号の規定に基づく高等学校若しくは中等教育学校において医療

的ケア（実地研修を除く）の科目を履修した者 

（履修の範囲）基本研修 

 

・ 法第 40 条第 2項第 1号から第 3号まで若しくは第 5号の規定に基づく養成施設若し

くは学校又は同項第 4号の規定に基づく高等学校若しくは中等教育学校において医療

的ケア（実地研修を含む）の科目を履修した者 

（履修の範囲）基本研修及び実地研修 

（以下略） 

 

 

参考２ 社会福祉士及び介護福祉士法施行規則（昭和 62 年厚生省令第 49号） 

    附則 別表第一及び別表第二（抜粋） 

科 目 時間数 
講義形式による 

履修が必要な科目 

人間と社会 1.5  

保健医療制度とチーム医療 2  

安全な療養生活 4  

清潔保持と感染予防 2.5  

健康状態の把握 3  

高齢者及び障害児･者の喀痰吸引概論 11  

高齢者及び障害児･者の喀痰吸引実施手順解説 8 ○ 

高齢者及び障害児･者の経管栄養概論 10  

高齢者及び障害児･者の経管栄養実施手順解説 8 ○ 

計 50  
 


